
プログラム名 このふわふわなんだろう？ 

対象年齢 年 長  （５～６歳） 

メッセージ 土の中にも命があることを知る 

ね

ら

い 
発見・体験 

できること 

・土のやわらかさ、冷たさ 

・土のにおい 

・土の中に住んでいる生き物の発見 

参加者のめやす 幼児  ３０人   ／  支援者    人 

実施時間 ３０分 

  
 

 

フィールド 

 
森・社寺林 

公園 
山・里 川 湖・池 

田畑・ 

野原 

園庭・ 

公園 
  

実施可能時期 

    

    

自然を感じる 

ためのヒント 

        

時 間 活 動 ●配慮・アドバイス ◎アレンジ 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①森の中を歩く 

・感じたことを話す 

 

②地面を見たり触ったりする 

・ふわふわしているところや穴

を見つける 

・触ったり、見たり、手を入れ

たりする 

・穴を掘る 

・土の感触 

・穴がつながっていることに気

づく 

●泥んこになってもよい服を着てくるように伝えます。

 

●必要以上に自然環境に負荷を与えないように、あらか

じめテープなどで範囲を決めておきます。 

 

●子どもたちに森の中を歩いた感想を聞いてみましょ

う。 

 

●素手で掘るので、土に触れない子どもには無理強いせ

ず、支援者が触ってみたり、友だちの発見を伝えたり

します。 

●子どもたちが発見したり、感じたりしている様子を見

守り、共感したり、周りの友だちに伝えたりします。

◎根っこの話をしてみましょう。 

 

 

 

 

根っこがつ

づいてる 

ここスカス

カしてる 

穴がある 

モグラがい

るのとちが

う？ 
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時 間 活 動 ●配慮・アドバイス ◎アレンジ 

８分 

 

 

 

 

 

 

 

 

７分 

③感じたことを話し合う 

 

・土の中に生き物がいることを発

見 

・掘った穴について考える 

 

 

 

 

④穴を埋める 

●子どもたち一人ひとりの声を受け止め共感しまし

ょう。 

●子どもたちが発見したり、不思議に思ったりした事

から土の中にもたくさんの命があることに気づけ

るような声かけをします。 

 

◎土や発見したものをルーペで見ても良いでしょう。

 

 

●掘った穴を子どもたちとどうしたら良いか考え、生

きものが困らない状態にするにはどうしたらよい

か気づかせます。 

 

 

【異年齢への対応】 

◆年少：素手で堀り、土の感触を楽しみましょう。 

◆年中：同じ活動ができます。 

【園や家庭に帰ってから】 

◆見つけた虫など図鑑で調べましょう。 

◆保護者には、通信などで楽しくあそべたことに加えて、命の大切さや身についた力や心の成長を知らせ

ましょう。 

◆チューリップの球根やサツマイモなど家族で植えてみましょう。 

◆園では、畑など掘ってもよい場所を素手で掘ってみましょう。 

準備物・ 

教材等 

ビニールテープ（活動範囲の目印に使う） 

 
 

そ っ と

そ っ と

しよな。

モグラのお

家を直して

あげよ。 
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